合併処理浄化槽処理水の町道側溝及び水路への放流に係る道路占用の取扱いについて
(個人住宅・１０人槽以下対象基準)
１　基本方針

　　し尿と生活雑排水（台所や風呂等からの排水）を併せて処理する浄化槽（以下「合併処理浄化槽」という。）処理水については、公共下水道、農業集落排水処理施設などが整備（供用開始又は認定区域指定）されていない地域で、町道側溝以外に放流先（河川、水路等）がない場合であって、かつ、町道側溝の雨水排水機能に支障を来たさない場合に限り、町道側溝への放流を認めるものとする。

２　対象浄化槽

　　１０人槽以下の合併処理浄化槽であって、生物化学的酸素要求量（以下「BOD」という。）の除去率が９０％以上、浄化槽処理水BODの濃度が２０ｍｇ/㍑（日間平均値）以下の処理能力を有するものとする。

３　対象地域

　　公共下水道、農業集落排水処理施設などが整備（供用開始又は認定区域指定）されていない地域であって、かつ、町道側溝以外に処理水の放流先（河川、水路等）がない場合とする。

４　対象側溝

（１）町道側溝の雨水排水機能に支障を来たさないために、矩形断面では、通水断面３００ｍｍ×３００ｍｍ以上、円形断面では、直径が４００ｍｍ以上のものであるものとする。

（２）土砂等の堆積が無く、概ね０．３％以上の勾配があり、良好に流れる状態の側溝であること。土砂等が堆積している場合は申請者において良好に流れる状態まで除去する場合は認めることができるものとする。
（３）雨天時、溢水したことがある町道側溝への放流は認めないものとする。

５　対象排水管

（1） 合併処理浄化槽処理水を町道側溝に放流するために、町道側溝に取り付ける排水管は、口径１００ｍｍ以下のものとする。

（2） 排水管は、町道側溝の雨水排水機能に支障を来たさないように取り付けるものとする。

６　排水管の土被りについて

（１）側溝に排水管を接続する場合においては、逆流することのないよう接続位置に留意するものとする。

（２）歩道の地下に排水管を設ける場合には、その頂部と路面との距離は０．５ｍ以下としないこととする。ただし、歩道の地下に設ける場合で、切り下げ部があり、路面と当該排水管の頂部の距離が０．５ｍ以下となるときは、切り下げ部の地下に設ける排水管について、あらかじめ十分な強度を有する管路等（鋼管、鋳鉄管、ダクタイル等）を使用する場合を除き、コンクリートを巻く等所要の防護措置を講ずるものとする

７　放流の期間

　　放流を認める期間は、公共下水道又は農業集落排水処理施設などが整備（供用開始）されるまでの間とする。

８　道路法上の取扱い

（1） 排水管は、道路法第３２条第１項第２号（水管類）に規定する占用許可の対象

物件とする。

（2） 占用料は、益子町道路占用徴収条例第４条第３号の規定に基づき免除する。

９　占用許可手続

　　占用許可申請書には、次の書類を添付するものとする。

（１）誓約書（別紙様式１）

（２）位置図・案内図
（３）計画平面図・断面図（合併浄化槽から側溝接続部分の詳細を記したものとする。占用長さを明記すること。）
（４）排水管を取り付ける町道側溝の現況通水断面と勾配（別紙様式２）

（５）側溝現況写真（蓋を開けた状態で撮ること。周辺状況写真、通水断面の高さ・幅の測定写真、側溝の土砂堆積状況の確認できる写真とする。蓋が容易に開けられない場合等は接続箇所付近のグレーチング等を利用して構わない）

（６）町道側溝と農業用水路等が兼用されている場合又は町道側溝の流末が農業用水路等となっている場合は、水路を管理する団体（土地改良区、水利組合等）と水路の使用に関する契約書、承諾書の写し（水路の管理者・流末の調査は申請者が行うこと）
（７）国土交通大臣が浄化槽法第１５条の規定に基づき認定した「型式認定書」又は国土交通大臣指定認定機関が発行する「型式適合認定書」の写し

１０　共同で放流する場合の流末の流量について

　　複数の対象浄化槽利用者が共同で放流する場合における流末の流量は、申請時に確認するものとし、一定の流量を超えないものとする。

１１　悪臭等の対応

　　町道側溝に放流された合併処理浄化槽処理水について、悪臭その他生活環境を阻害する要因が発生したときは、浄化槽担当課に必要な情報を提供し、改善指導を行うべき旨要請することができるものとする。

　　附　則

　　　本取扱いについては、平成１４年４月１日から実施する。

本取扱いについては、平成２５年７月１日から実施する。
（別紙様式１）

誓　　　　約　　　　書
平成　　　年　　　月　　　日　
益子町長　　　　　　　　　様

浄化槽管理者（設置者）

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

（法人の場合は名称及び代表者）

電　話

私は、合併処理浄化槽処理水を道路側溝へ放流するため、当該側溝に取り付ける排水管の占用許可を申請するに当たり、次のことを誓約します。

１　公共下水道、農業集落排水処理施設などが整備（供用開始）されたときは、公共下水道等に、し尿及び生活雑排水を流入させるとともに、益子町に届け出て、排水管を除去し、道路側溝は原状に復旧します。

２　浄化槽法に定める保守点検、清掃、水質に関する検査を確実に履行するとともに、検査の結果、改善を要する、又は改善することが望ましいとの判定を受けたときは、速やかに改善を行います。また、改善を行うに当たって、必要があるときは、浄化槽担当課に連絡して、その指導を受けます。

３　道路側溝に土砂・流木及び汚泥等が堆積し、処理水を流下させるのに必要な断面が確保されなくなった場合又は汚損が生じた場合、清掃を行います。

４　処理水に起因する悪臭、水質汚濁その他生活環境を阻害する要因が発生し、近隣から苦情があったときは、誠意を持って解決に当たります。

５　道路側溝から逆流水その他配水管が道路側溝と接続していることに起因する事由によって浄化槽に損傷等が発生しても、自費で修復等を行い、なんらの請求も行いません。

